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日本学術会議第72回総会報告

　日本学術会議第72回総会は，4月26～28日の3日間，

新緑に包まれた本会議講堂で開かれた．冒頭，会長から

石田一良（第1部），山田龍雄（第6部）の両地方区選

出会員が各地方区に所属しなくなったため規則により退

職し，かつ次点者がないため欠員となったことおよび事

務局職員の異動が報告され，ついでオブザーバーとして

出席した琉球大学上原方成，沖縄大学安良城盛昭両教授

の紹介があった．

　〔諸報告〕　ついで日程に入り前総会以後の会長経過報

告が行なわれ了承された．そのうち特にr環境影響評価

制度」についてその名に値する制度の実現を念願として

政府に申入れを行なったことが述べられた．

　つづいて運営審議会付置各小委員会の報告に移ったが

第10期の活動のとりまとめ小委員会から報告に関連して

提出されたr転換期の科学・技術」と題する報告書作成

の方針，内容案等は活発な論議の後大筋で了承された．

なお同小委員会の名称は第2日にr科学・技術政策のあ

り方に関する報告書作成小委員会」と決定した．沖縄連

絡小委員会からは沖縄県の学術体制に関し琉球大学医学

部開設の内示等やや明るいきざしが見えてきた旨報告さ

れた．午後の常置，特別各委員会の報告では資源・エネ

ルギー，学術情報・資料特別委員会から秋の総会に提出

予定の勧告案の説明が行なわれた．

　〔提案審議〕　2日目の冒頭，r生態学研究所」（仮称）

の設置についての勧告が提案された．戦後，生態学は生

物学の重要な1分野として急速な発展を遂げ，純粋に学

問上の立場からも，また環境の保護・保全や生物資源の

管理・利用の観点からも，ますます重要視されるに至っ

ているが，現在我が国ではその基礎問題を扱う総合的な

研究所は皆無である．そこで国立の共同利用研究所とし

ての本研究所の設置が計画された．本研究所と他機関と

の関連，研究分野の範囲等について活発な意見が述べら

れたが，討議の末賛成多数で採択された．

　ついで「リハビリテーショソに関する教育・研究体制

等について」の勧告が提案された．戦後30年の今日，心

身の障害のため，人間として生きる権利の行使が妨げら

れている人々について，そのr全人間的復権」を図るこ

とを理念とするリハビリテーショソの重要性が増大して

きているが，その活動に従事する専門的教育・訓練を受

1977年6月

け，広く社会や人間に関する理解を基礎とした人間性豊

かな職員の十分なる確保と，そのための資格制度の確

立，教育・研究体制の整備は大変遅れている．本提案

は，（1）リハビリテーション医学教育・研究の充実．

（2）理学療法士，作業療法士教育の充実．（3）言語療法

士，義肢装具士，医療福祉士（何れも仮称）等の資格制

度の創設と教育について，政府が必要な措置を講ずるよ

う勧告しているものである．2，3のコメントが出され

た後，賛成多数で採択された．

　つぎにr婦人研究者の地位の改善について」の要望が

提案された．この提案は婦人研究者の地位の改善等のた

め差当たり，（1）国による婦人研究者の実態調査の実

施．（2）科学研究分野への婦人の職業的参加．（3）研究

者の採用・昇進等における男女の機会均等．（4）婦人研

究者の母性保護上の措置等に関し，政府が積極的な施策

を講じるよう強く要望している．これに対し，要望では

弱い，勧告にすべきであるとの積極的な意見が活発に出

されたが，1つのステップであるからとのことで原案ど

おり採択された．なお審議の際傍聴席には多数の婦人研

究者の顔がみられた．

　r日本学術会議の使命達成に必要な予算の早急な実現

について」　（要望）の提案は満場一致で採択された．こ

れは本会議の予算，特に主要な職務である国際学術交流

と審議経費の規模が極限にまで狭小化している現状分析

をふまえ本会議にふさわしい予算編成のあり方と当面必

要な最低限度の予算規模の早急な実現を要望したもので

ある．このほか，「科学技術会議の第6号答申（「長期的

展望にたった総合的科学技術政策の基本について」）が

行なわれた際の措置について」等2件の申合わせが提案

され採択された．

　〔自由討議〕　2日目の午後，提案審議終了後，人間と

科学特別委員会がまとめたr人問と科学」に関する提言

（案）について自由討議が行なわれた．この提言（案）

は人間と科学の問題を，（1）人間の生命の尊重，（2）科

学と人間，（3）科学技術と人間，（4）国民の資質・能力

の形成，（5）科学者の責任という5つの原則からとらえ

たものであるが，人間と科学の未来等について活発な意

見が交された．

　第3日の「米国の新しい核政策とその我が国の原子力
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研究開発への影響」についての自由討議ではこの際本会

議として発言すべきであるという意見が強かった．

　総会前日の午前中開催された連合部会では人間と科学

特別委員会からの話題提供によりr科学者憲章」（仮称）

（第3次案）との関連での科学者の責任の問題および組

換DNAにかかわる問題が活発に議論された．

　なお，今総会の出席率は第1日から第3日まで，それ

ぞれ89％，86％，79％であった．

　　　　　　　　　　　　（日本学術会議広報委員会）

　　　　　　　　　　　　沖縄管内気象研究会

　昭和51年度の気象研究会は，更新されて間もない白い

ドームの輝く管内随一のしょうしゃな宮古島地台で，3

月10日，11日の両日にわたり，沖縄気象台との共催で開

催された．

　今年から平素研究交流に乏しい地方官署の会員にでき

るだけ参加していただき，今後の調査・研究の意欲を高

めていただくため，はじめて地方官署で行なわれた．

　沖縄気象台長の挨拶にはじまり，次のように22の論文

が発表された．論文は予報，レーダ関係のものが多く，

このほかに地震，雲などバラエティーに富んだもので，

実り多い会であった．

　　　　　　　　　発表された論文

第一部（発表順）

1．沖縄本島における山（がけ）崩れと先行

　　雨量について　　　　　　沖縄気象台　真喜屋実彦

2．1976年7月29日の偏東風波動の解析

　　　　　　　　　　　　　　沖縄気象台　玉城　真通

3．台風域内の風速の予想　　宮古島地台　赤羽　俊朗

4．宮古島における冬季の天候ベースの波数と

　　パターンについて　　　　宮古島地台　平岡　季康

5．石垣島と宮古島の大雨について

　　　　　　　　　　　　　　宮古島地台　本村　隆俊

6．700mb湿数および鉛直流と石垣島の天気

　　　　　　　　　　　　　　石垣島地台　正木　　譲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸満　英典

7．平良港における季節風時の沿岸波浪と風

　　　　　　　　　　　　　　宮古島地台　根間　俊明

8．宮古島の強風に関する統計

　　　　　　　　　　　　　　宮古島地台　根間　俊明

9．宮古島レーダによる平均エコー量分布に

　　ついて　　　　　　　　　宮古島地台　下地　朝勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外レーダ現業員

10．宮古島における線状エコーについて
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宮古島地台で開催される

　　　　　　　　　　　　　　　　宮古島地台　立津

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下地

　　11．冬期，先島近海に発生する低気圧，波動の

　　　　レーダエコーパターン；こついて

　　　　　　　　　　　　　　　　宮古島地台　下地

　　12．小エコーの移動から台風の中心を求める方法

　　　　について　　　　　　　　石垣島地台　山川

　　13．石垣島における台風エコーのZ－R関係の

　　　　測定　　　　　　　　　　石垣島地台　石原

　　14．那覇空港における春先から梅雨期の雲分布

　　　　　　　　　　　　　　那覇航空測候所　恩納

　　15．南西諸島域を通過する寒冷前線の雲構造に

　　　　ついて　　　　　　　那覇航空測候所　仲本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新垣

　　16．

元信

隆義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　則光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和夫

　　気象庁のマグニチュードと沖縄3官署に

　　おけるマグニチュードの比較

　　　　　　　　　　　　　　宮古島地台　細野　耕司

第二部

17．流れの可視化（Tomado－like　Vortex）

　　　　　　　　　　　　　　琉大教養部　中村　　功

18．北太平洋西部海域の表面水温および気温の

　　季節変化　　 琉大短大部石島英
19．台風周辺場の客観解析法による外挿

　　　　　　　　　　　　　　琉大教養部　中村　　功

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石垣　雅和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島尻　　勝

20．1976年10月23日沖縄本島地方における大雨

　　の解析　　　　　　　　　沖縄気象台　金城　博明

21．1976年10月23日の竜巻について

　　　　　　　　　　　　　　沖縄気象台　上原　　清

22．台湾の見える諸条件の検討

　　　　　　　　　　　　与那国島測候所　伊志嶺安進

　　　　　　　　　　　　　　　　　、天気”24．6．


